
第６期幸区区民会議 
第２回専門部会（ Ｂ部会） 議事次第

       日時 2016年10月27日(木)18時半から  

                 場所 幸区役所４階第４会議室 

１  開会 

２  議題 

(1)  地域の魅力発信に関する取組等 

 ア 幸区内における主な取組状況 

 イ これまでの区民会議における提言と取組内容 

 ウ 他都市等における先行事例 

(2) 審議テーマに係る今後の取組の方向性の検討 

(3) 部会名について 

(4)  第６期幸区区民会議（ 第２回） におけるＢ部会報告内容について 

(5)  今後のスケジュールについて 

３  その他 

４  閉会

≪ ≫配布資料

資料１    地域の魅力発信に関する幸区内の主な取組状況 

資料１-別紙 事例紹介（ 抜粋）  

資料２    これまでの区民会議における地域の魅力発信に関する提言と取組内容 

資料３    他都市等における先行事例 

資料４    部会名について 

資料５    第６期幸区区民会議（ 第２回） におけるＢ部会報告内容について 

資料６    「 第６期幸区区民会議」 スケジュールについて 

《 第２回専門部会（ Ｂ部会）  獲得目標》  

・ 審議テーマに係る取組の方向性の決定

・ 部会名の決定

・ 第６期幸区区民会議（ 第２回） におけるＢ部会からの報告者及び報告内容の決定



地域の魅力発信に関する幸区内の主な取組状況

１ 地域の魅力発信事業（ 夢見ヶ崎公園魅力発信事業）

・ 地元町内会・ 自治会等により構成する検討協議会を設置し、夢見ヶ崎公園の魅力向上に向けた検討（ 平成22年6月～平成26年3月）

・ 公園内のアクセス道や園路整備や樹木の剪定等、協議会の検討を踏まえた整備（ 平成23年度～平成26年度）

・ 公園利用者のニーズ把握調査の実施（ 平成23年度）

・ 公園周辺の小学校、さいわい加瀬山の会（ 区民ボランティア） との協働で夢見ヶ崎公園の花壇花植えの実施（ 平成25年度～）

・ 動物紹介パネルの製作及び設置（ 平成25年度～平成27年度）

・ 区の花「 ヤマブキ」 の植樹及びＰＲ看板の設置（ 平成26年度）

・ 白山古墳から出土した「 三角縁神獣鏡」 のレプリカ等製作及び日吉出張所での展示（ 平成26年度）

・ 加瀬山周辺の歴史資源を紹介した『 夢見ヶ崎周辺歴史紹介パンフレット』 の発行（ 平成26年度） 別紙

２ 地域資源を活かしたまちづく りの取組

 事業名 概要 具体的な取組内容（ 平成27年度実績他）  

（ 1）  御幸公園の魅力向上事業〈 区〉 梅の植樹やイベント、散策路の整備など、区民との協働による「 御幸

公園梅香（ うめかおる） 事業」 を推進し、市制 100 周年に向けて、公

園周辺の魅力向上を図る取組。

「 御幸公園梅香事業推進会議」 を発足し、４回の会議、梅林の整備方針及び「 梅香事業推進計画」 案の検

討を行った。

※平成28年度に「 梅香事業推進計画」 策定予定。
※「 御幸地区の歴史・文化講演会」を平成28年11月8日（ 火）、12月6日（ 火）に開催予定。別紙P1, 2, 3

（ 2）  音楽のまち推進事業〈 区〉  ミューザ川崎シンフォニーホールなど、区民が身近な場所で音楽に親

しめる環境をつく り、「 音楽のまち・ かわさき」 を推進する取組。

・「 夢こんさぁと」 の開催（ 計8回） 別紙P4, 5

・「 さいわい街かどコンサート」 の開催（ 計3回） 別紙P6, 7

・「 さいわいハナミズキコンサート」 の開催（ 会場： ミューザ川崎シンフォニーホール）  別紙P8, 9

（ 3）  さいわいものづく り体験事業

〈 区〉  

研究開発施設等が集積した幸区の特色を活かした科学体験イベントの

実施。

・「 科学とあそぶ幸せな一日」の実施（ 平成27年9月12日、会場： 新川崎・ 創造のもり地区）別紙P10, 11

※今年度は平成28年9月10日に開催した。
・「 さいわいトライサイエンス実験教室」 の実施（ 平成28年3月5日開催、会場： かわさき新産業創造セ

ンター） 別紙P12, 13

・「 さいわいテクノ塾」 の開催（ 平成28年3月25日開催、会場： 東芝未来科学館） 別紙P14

（ 4）  地域資源を活かしたまちづく り

事業〈 区〉  

日吉地区内で自然環境保護・ 郷土史研究・ 子育て支援等の多様な活動

をする市民グループと個人参加の市民がネットワークをつく り、地域

資源を活かした身近なまちづく りに取り組む事業。

・ 地域のタカラモノを紹介するイベント等の実施

・ 地域の歴史を学ぶ学習会及びその歴史を伝えるガイド事業の実施

・ 夏休み自由研究講座の実施

（ 5）  区の木・ 花推進事業〈 区〉  幸区誕生40周年を記念して制定した、区の木・ 区の花（ ハナミズキ・

ヤマブキ） を区民に広く周知する事業。

・ 啓発物品（ 区の木・ 区の花クリアファイル） の作成

・ 地域への愛着を深めるため、区民祭での啓発活動の実施

・ 区の木・ 花の植樹

（ 6）  スポーツ推進事業〈 区〉  各種団体と連携を図りながら、区民の健康及び体力の保持増進を図り、

さまざまな世代がスポーツをとおして、地域での住民同士の交流が図

られるための取組。

・ 地域団体及びかわさきスポーツパートナー等と連携したスポーツ大会の開催（ 計3回）

・ スポーツ推進を目的とした講演会等の開催

・ 各団体が主催するスポーツ大会における区の協賛と区長賞の授与

（ 7）  魅力発見ツアー〈 幸観光協会〉 幸観光協会主催、川崎港振興協会・ 幸区役所共催による、バス及びク

ルーズで巡る観光ツアーの開催。

・「 花王川崎工場」、「 川崎港コンテナターミナル」、「 川崎マリエン・ 川崎工場夜景クルージング」 を見学

する観光魅力体験ツアーを開催（ 平成28年3月18日開催）

（ 8）  観光事業の調査・ 支援（ 観光振

興支援金の交付）〈 幸観光協会〉

幸区における地域イベントの開催状況を調査検討し、区内における観

光事業の活性化を支援する取組。

・ 郷土文化継承事業として、「 小向獅子舞保存委員会」「 戸手中部囃子保存会」「 小倉囃子保存会」 への支

援を実施

※ 「 小向獅子舞」 は県指定無形民俗文化財に指定
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（ 9）  新川崎・ 創造のもりセミナー開

催事業〈 市〉  

産学公民連携を目指す「 新川崎・ 創造のもり」 計画の実現に向け、新

川崎・創造のもり第1期事業として開設したK2タウンキャンパスにお

ける慶應義塾大学の先端的研究開発の成果を還元するため、企業や市

民を対象としたセミナーや研究者と企業の車座形式での意見交換会、

ビジネスマッチングを実施。

・ 創造のもりセミナー（ 計3回）

→ K2タウンキャンパスにおける研究成果を社会に還元することを目的としたセミナー
・ 大学の研究者と中小企業者・ 技術者・ 研究者等との少人数・ 車座形式の意見交換会の実施（ 計3回）

・ 大学の研究者と市内中小企業等とのビジネスマッチングの実施（ 計2回）

（ 10） 産学共同研究推進事業〈 市〉  新川崎・ 創造のもり第3期第1段階事業として開設したナノ・ マイク

ロ産学共同研究施設「 NANOBIC」 を拠点に、講座の開催や最先端の

研究機器の共同利用、産学共同研究等の推進などにより、市内企業の

ものづく り技術の高度化や研究開発力の向上等を図る事業。

・ ナノ・ マイクロ技術支援講座（ セミナー2回、意見交換会10回程度）

→市内中小企業によるナノ・ マイクロ技術を活用した新たな事業展開を支援するための、先端技術をテ
ーマとした企業向け講座を開講。

・ 新川崎地区ネットワーク協議会

→新川崎地区における産学連携、産産連携の促進を目的に企業・ 大学で構成する「 新川崎地区ネットワ
ーク協議会」 において、会員を対象とした研修会や相互の訪問会等を開催。

（ 11） 川崎市民俗芸能発表会〈 市〉 川崎市民俗芸能保存協会と川崎市教育委員会が主催。川崎市内の民俗

芸能団体約10団体による公演。

・ 第38回発表会を幸市民館大ホールで開催（ 平成28年3月6日開催）

 →幸区から小向獅子舞保存委員会、戸手中部囃子保存会の2団体が出演
・ 年1回の開催で、開催場所は毎年７区で順番に行っている。

（ 12） 文化財指定及び公開事業〈 市〉 川崎市の歴史を知る上で重要な文化財を指定する。また、指定文化財

を市民に周知し、文化財保護啓発を促すため文化財の公開を実施する。

・ 川崎市重要歴史記念物多摩区長念寺本堂・ 庫裏の保存修理現場公開、多摩区玉林寺所蔵川崎市重要歴史

記念物仏涅槃図の特別公開を実施（ 平成28年度）

・ 幸区での直近の実績は長弘寺本堂（ 南加瀬） の内部・ 外部の公開を実施（ 平成26年度）

（ 13） 埋蔵文化財調査事業〈 市〉  川崎市の歴史を知る上で重要な遺跡の内容を確認するために、試掘・

確認調査の実施。また、発掘調査で出土した文化財を市民の活用に供

するため、保存修理を実施する。

・ 幸区内の埋蔵文化財包蔵地は10箇所を数える。

・ このうち、加瀬台古墳群や、塚越古墳は、川崎市の歴史を知る上でも重要であるため、確認調査を実施

→確認調査時には、地権者等の理解をいただきながら、現地見学会等も実施

３ 暮らしやすいまちへの取組 

 事業名 概要 具体的な取組内容（ 平成27年度実績他）  

（ 1）  地域コミュニティ推進事業〈 区〉 地域の課題調査や町内会・ 自治会の活動支援などを通じて、区内のコ

ミュニティ活動を進める事業。

・ 町内会・ 自治会活性化講座の開催（ 計4回）

※平成28年度においても開催予定 別紙P15
・ 新川崎・ 鹿島田駅地区における地域コミュニティ活性化に向けた取組の検討（ 新川崎・ 鹿島田周辺地域

コミュニティ推進会議の発足）

（ 2）  ご近所支え愛モデル事業〈 区〉  地域包括ケアシステムの「 自助」「 互助」 の取組を進めるため、幸区民

が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域の実現を

目指し、地域住民とともに「 幸区ご近所支え愛モデル事業」 を実施し

ている。平成27年度は３町内会・ 自治会、平成28年度は８町内会・

自治会で事業を展開している。

・ 町内会・ 自治会を単位として、地域住民が主体となって「 気になる人」 への声掛けや地域行事の参加を

通じた見守り活動などを実践している。

・ 推進会議の開催（ 年４回程度）

・ 各地域で実施する部会の開催（ 年４回程度）

・ 幸区ご近所支え愛モデル事業「 事例集」 及び「 リーフレット （ 概要版）」 の発行（ 平成28年3月発行）

※・ 講演会等の開催（ 年２回程度） 次回は12月2日(金)に開催予定 別紙P16, 17



これまでの区民会議における地域の魅力発信に関する提言と取組内容

市民 行政

各団体が横につながる取組を進められるよ
う各団体の接点を作る。

①【取組モデルその 】
日吉地区の地域資源（加瀬山、夢見ヶ崎公
園、矢上川等）を活かしたネットワークづくり

○ ○
・「日吉のわッ（日吉地区を中心とした自
然・環境・歴史・文化等の分野で活動して
いる地域の団体）」を中心とした地域資源
の活用推進

各団体が横につながる取組を進められるよ
う各団体の接点を作る。

②【取組モデルその 】
「夢こんさぁと」の出張など、他の団体との協
力、協賛をすることで広がる魅力づくり

○ ○

・「夢こんさぁと実行委員会」と、他の地域
団体との連携による、夢見ヶ崎公園での野
外コンサート（平成19年7月）や、さいわい
健康福祉プラザ（平成21年8月）、地域子
育て支援センターふるいちば（平成22年6
月）での実施

第
２
期

◆ 地域コミュニ
ティ活動の推進

夢見ヶ崎周辺の緑環境や歴史的資源を守り
育て、新旧・多世代の住民が集い、交流す
る、コミュニティ活動の拠点とする。

○ ○

・地元町内会・自治会等により構成する検
討協議会を設置し、夢見ヶ崎公園の魅力
向上に向けた検討（平成22年6月～平成
26年3月）
・夢見ヶ崎公園内・アクセス路整備や案内
板の設置等、協議会の検討を踏まえた整
備（平成23年度～平成26年度）

第
３
期

◆ 夢見ヶ崎公
園周辺の魅力
発信

夢見ヶ崎公園周辺が多世代交流の場となる
よう、子どもを中心としたイベントなどを継続
的に実施する。

○ ○ ・「夢こんさぁと」と連携したイベント（「夢の
星空コンサート」）の実施（平成24年7月）

◆ 魅力づくりと
市民活動の推

進

第
１
期

区民会議からの提案
取組の主体

提案に関する主な取組状況審議テーマ

資料２



他都市等における先行事例

１ 地域の魅力発信

(1)子育て世代をターゲットにしたキャッチコピーで周知（ 千葉県流山市）

・流山市では、30歳代の子育て世代にターゲットを絞り、移住のためのＰＲ活動に力を入れている。

・ 千葉県の北西部に位置する流山市は、以前は大きな企業や商業施設が少なく 、住民の高齢化も進

んでいた。

・ つく ばエクスプレスの開業、ショッピングモール等の進出等を契機とした社会的要因や、子育て

支援や教育環境の充実を行い、子育て支援に関するＰＲを行ったことにより、最近では総人口が

右肩上がりの状態である。

・ 平成28年4月1日現在、17万3千人と平成17年に比べて約2万6千人も増えている。特に、30

歳代の若いファミリー世帯が増加している。

※上記のようなポスターが、首都圏の駅等に掲出された。

(2)多摩区の魅力を紹介するサンプル動画を制作し、多摩区の魅力を広くＰＲ（ 多摩区）  

・SNSを活用し、誰でも動画をアップできるしくみを作ることが多摩区区民会議から提言された。

そこでＰＲ動画のサンプルとして、「 生田緑地を紹介するサンプル映像」 を制作した。「 生田

緑地を紹介するサンプル映像」を区役所をはじめとした公共施設各所、アゼリアなどで公開した。 

資料３



２  地域資源を活かしたまちづく り

（ 1） スポーツコミッション

＜イメージ＞

・「 スポーツコミッション」 とは、スポーツを活用したまちづく りや地域づく りを推進することによ

って、地域の活性化を図るための組織である。 

・ スポーツの効用は、自治体の施策目的において様々 な分野に存在しており、例えば、「 市民の健康

増進による医療費削減」、「 様々 なスポーツ活動への参加を通じたコミュニティの形成」、「 スポー

ツツーリズム推進による経済活性化」 などが挙げられる。このような取組は、理論的には総合的

なまちづく りに効果をもたらすことが期待されているが、実際に行われている事業の効果は断片

的なものにとどまっていることが多い。 

・ このような事業の効果を最大限に各分野へ活かしていく ためには、自治体を含めた各種機関の連

携が不可欠であり、これに対応するための組織を「 スポーツコミッション」 という。  

＜例： NPO法人出雲スポーツ振興２１の概念図＞



(2)たびーら縁結びライドｉ ｎ出雲（ 島根県出雲市）

・ 出雲市では、スポーツ型自転車で出雲市内の名所を巡る「 たびーら縁結びライドｉ ｎ出雲」 とい

うイベントを開催している。

・ イベント開催にあたっては、地元観光協会、産業支援センター、体育協会サイクリング部、市民

サイクリスト、出雲スポーツ振興２１（ 先に示した事例） 及び地元行政（ 観光課、スポーツ振興

課） 等で実行委員会を組織し行っている。

・ コース選定や大会運営、参加者へのサービス（ 宿泊施設のあっせん、当日の各種サービス、おも

てなし） については、地元ボランティアが行っている。

・ 見て回るだけでなく地元のグルメなどを楽しむことができる（ サイクリングレースではない）。

・ また、民間旅行会社とも連携しており、運営方法のアドバイスや参加者の募集などを行っている。

・ これにより、参加者は出雲の魅力を楽しむことができ、出雲の魅力の発信に繋がっている。

イベントの状況 地元スイーツの提供



「第６期幸区区民会議」スケジュールについて（2016（平成 28）年 10 月 27 日時点）

2016年度
ね ん ど

（平成
へいせい

28年度
ね ん ど

） 
2017年度

ね ん ど

（平成
へいせい

29年度
ねん ど

）  2018年度
ね ん ど

（平成
へいせい

30年度
ね ん ど
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7月
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 8月
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 9月
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 10月
がつ

 11月
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 12月
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 1月
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 2月
がつ

 3月
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 4月
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がつ
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がつ
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がつ
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がつ
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がつ

 1月
がつ

 2月
がつ

 3月
がつ
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がつ
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がつ

区民会議
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（全体会議
ぜんたいかいぎ
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期き
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い
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開
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か

い

し

7/28 

第
だい

１回
かい

   11/24

第２回
だい かい

第
だい

３回
かい

平

成

年

度

へ
い
せ
い

ね
ん
ど

ま

と
め

第
だい

４回
かい

第５回
だい かい

第
だい

６回
かい

報

告

書

ほ

う

こ

く

し

ょ

の
と
り

ま
と
め

区

長

く

ち

ょ

う

へ
報

告

書

ほ

う

こ

く

し

ょ

の
提

出

て
い
し

ゅ
つ

第 だ

い

６
期 き

幸

区

区

民

会

議

さ

い

わ

い

く

く

み

ん

か

い

ぎ

任

期

終

了

に

ん

き

し
ゅ

う

り

ょ
う

企画運営
きかく う んえい

会議
か い ぎ

    11/15

第
だい

１回
かい

第
だい

２回
かい

第
だい

３回
かい

第４回
だい かい

第
だい

５回
かい

  9/27 

第１回
だい かい

10/20

第
だい

２回
かい

 12/20

第
だい

３回
かい

第４回
だい かい

第
だい

５回
かい

第
だい

６回
かい

第 7 回
だい  かい

第
だい

８回
かい

第
だい

９回
かい

第
だい

10回
かい

第
だい

11回
かい

第
だい

12回
かい

第
だい

13回
かい

第 14 回
だい   か い

Ｂ

部
会

ぶ

か

い

10/5 

第１回
だい かい

10/27

第
だい

２回
かい

 12/15

第
だい

３回
かい

第
だい

４回
かい

第
だい

５回
かい

第
だい

６回
かい

第７回
だい かい

第
だい

８回
かい

第
だい

９回
かい

第
だい

10回
かい

第
だい

11回
かい

第
だい

12回
かい

第
だい

13回
かい

第 14 回
だい   か い

資料６ 
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○ 正副部
せい ふ く ぶ

会長
かいちょう

の選出
せんしゅつ

○ 審議
し ん ぎ

テーマ
て ー ま

の選定
せんてい

○ 部会名
ぶかいめい

の決定
けってい

○ 取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

の決定
けってい

○ 審議
し ん ぎ

テーマ
て ー ま

に関
かん

する課題整理
か だ い せ い り

○ 関係団体
かんけいだんたい

に関
かん

するヒアリング
ひ あ り ん ぐ

○ ヒア
ひ あ

リン
り ん

グ
ぐ

を踏
ふ

まえ

た 課題解決
かだいかいけつ

手法
しゅほう

・

実施
じ っ し

主体
しゅたい

の検討
けんとう

○ 提言内容
ていげんないよう

の検討
けんとう

、とり

まとめ 

○ フォーラム
ふ ぉ ー ら む

実施内容
じ っ し な い よ う

の

検討
けんとう

○ 審議
し ん ぎ

テーマ
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に関
かん
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か だ い せ い り

○ 関係団体
かんけいだんたい

に関
かん

するヒアリング
ひ あ り ん ぐ
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せい ふ く ぶ

会長
かいちょう

の選出
せんしゅつ

○ 審議
し ん ぎ

テーマ
て ー ま

の選定
せんてい

○ 部会名
ぶかいめい

の決定
けってい

○ 取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

の決定
けってい

○ 課題解決
かだいかいけつ

に向
む

けた実践的
じっせんてき

取組
とりく み

○ 課題解決
かだいかいけつ

手法
しゅほう

・ 実施主体
じっ し し ゅ た い

の

継続的検討
けいぞくてきけんとう
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会

ぶ

か

い
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○ 現地
げ ん ち

調査
ちょ う さ

の実施
じ っ し

提
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て
い
げ
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内
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な
い
よ
う
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決
定

け
っ
て
い
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６
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だ

い
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幸
区

さ
い
わ
い
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区
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く

み

ん
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い

ぎ

フ
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施
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し

○ 現地
げ ん ち

調査
ちょ う さ

の実施
じ っ し

○ ヒア
ひ あ

リン
り ん

グ
ぐ

を踏
ふ

まえ

た 課題解決
かだいかいけつ

手法
しゅほう

・

実施
じ っ し

主体
しゅたい

の検討
けんとう

○ 課題解決
かだいかいけつ

に向
む

けた実践的
じっせんてき

取組
とり くみ

○ 課題解決
かだいかいけつ

手法
しゅほう

・ 実施主体
じ っ し し ゅ た い

の

継続的検討
けいぞくてきけんとう

○ 提言内容
ていげんないよう

の検討
けんとう

、とり

まとめ 

○ フォーラム
ふ ぉ ー ら む

実施内容
じ っ し な い よ う

の

検討
けんとう



第６期幸区区民会議（ 第２回） におけるＢ部会報告内容について 

１ 報告の内容骨子 

(1)審議テーマの選定について 

「 地域の魅力発信」「 地域コミュニティの活性化」「 総合的な子ども支援」 の３つの審議テーマ案

をもとに検討し、「 地域の魅力発信」 に決定したことを報告する。  

(2)  部会名及び部会長等の決定について 

決定した「 部会名」「 部会長」「 副部会長」 について報告する。 

(3)  幸区・ 他都市における地域の魅力発信に関する取組状況の調査について 

「 議題(1)  地域の魅力発信に関する取組等」 で把握した事項について報告する。  

(4) 審議テーマに係る今後の取組の方向性について 

「 議題(2)  審議テーマに係る今後の取組の方向性の検討」 で検討した内容について報告する。  

２  報告者 

《 報告者》             委員

※第1回企画運営会議（ 11月15日（ 火） 18: 30～） に出席できる委員が望ましい。  

資料５



部会名について 

１ 部会名の候補 

①  魅力発信でまちの活性化部会 

②  みんなでつくるまち部会 

③  みんなでつくろう最幸のまち部会 

④  地域の魅力発掘でしあわせなまち部会 

⑤  地域の魅力向上部会 

⑥  住みやすい街ナンバーワン部会 

⑦  みんなが住みやすいまち部会 

⑧  しあわせなまち部会 

⑨  さいわいの魅力発掘部会 

⑩  地域の連携で魅力アップ部会 

２  これまでの部会名（ 参考）  

部会名 審議テーマ

第１期
安全・ 安心すこやか部会 地域防災活動の推進

子育て・ 環境・ 魅力づく り部会 市民活動と魅力づく りの推進

第２期
安全・ 安心・ 生きがい部会 地域防犯活動の推進

子育て・ 環境・ 魅力づく り部会 地域コミュニティ活動の推進

第３期
環境部会 地域におけるエコ・ 環境の推進

安心・ 思いやり部会 高齢者サポート・ 地域コミュニティ

第４期
暮らしの安全部会 防災・ 自転車マナーに関すること

みんなで見守りたい部会 地域での見守り体制づく り

第５期

自転車事故ゼロ部会 自転車の交通安全対策

地域力で暮らしやすいまち部会
誰もが暮らしやすいまちの実現・

地域コミュニティの活性化

資料４



【 委員
い い ん

（部会別
ぶかいべつ

、５０音順
おんじゅん

） 】

氏名
し め い

推薦
すいせん

団
だん

体
たい

・公募
こ う ぼ

・区長
くち ょ う

推薦
すいせん

氏名
し め い

推薦
すいせん

団
だん

体
たい

・公募
こ う ぼ

・区長
くち ょ う

推薦
すいせん

1 青木
あお き

　晴彦
はるひこ

幸区
さいわいく

医師会
いしかい

1 阿部
あ べ

　稔子
と し こ

日吉
ひよ し

のわッ

2 阿部
あ べ

　法
のり

弘
ひろ

幸区
さいわいく

ＰＴＡ協議会
きょうぎかい

2 板橋
いたばし

　洋一
よういち

幸区
さいわいく

保護
ほご

司
し

会
かい

3 飯島
いいじま

　忠男
ただお

公募
こ う ぼ

3 伊藤
い と う

　善通
よしみち

公募
こ う ぼ

4 小野
お の

　晴子
はる こ

公募
こ う ぼ

4 神谷
かみや

　修
おさむ

区長
くちょう

推薦
すいせん

（産業
さんぎょう

）

5 金田
かねだ

　さとみ 幸区
さいわいく

子
こ

ども会
かい

連合会
れんごうかい

5 高橋
たかはし

　希
のぞみ

日吉
ひよ し

商店街
しょうてんがい

連合会
　れんごうかい

6 鎌田
かまた

　次男
つぎお

幸区
さいわいく

民生
　みんせい

委員
　　いいん

児童
　　じどう

委員
いいん

協議会
きょうぎかい

6 中原
なかはら

　敏子
と し こ

幸区
さいわいく

社会
　しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

7 ｹｵﾊﾟｻ ﾄー　ﾗﾂｧﾐﾁｬﾝ 区長
くちょう

推薦
すいせん

（多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

） 7 成川
なりかわ

　慎一
しんいち

幸区
さいわいく

町内会
　ちょうないかい

連合会
　　れんごうかい

8 坂口
さかぐち

　功
いさお

幸区
さいわいく

老人
　ろうじん

クラブ連合会
れんごうかい

8 松井
まつい

　節子
せつこ

幸区
さいわいく

文化
　ぶんか

協会
きょうかい

9 渋谷
しぶたに

　多美
た み

枝
え

公募
こ う ぼ

10 高橋
たかはし

　美
み

三
さ

子
こ

幸区
さいわいく

交通
　こうつう

安全
　あんぜん

対策
　　たいさく

協議会
　　きょうぎかい

11 橋本
はしもと

　文夫
ふみお

さいわい加瀬
か せ

山
やま

の会
かい

12 三浦
み う ら

　忠一
ただかず

幸区
さいわいく

自主
じしゅ

防災
ぼうさい

連絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

【 参与（５０音順） 】
　　　さんよ　　　　　　　　おんじゅん

氏名
しめい

所属
しょぞく

氏名
しめい

所属
しょぞく

1 小田
お だ

　理恵子
り え こ

1 市川
いちかわ　

　よし子
こ

2 鏑
かぶらき

木　茂哉
しげや

2 田中
たなか

　徳
とく

一郎
いちろう

3 かわの　忠正
ただまさ

4 沼沢
ぬまざわ

　和明
かずあき

5 野田
の だ

　雅之
まさゆき

6 山田
やまだ

　益男
ますお

7 渡辺
わたなべ

　学
まなぶ

○ 交通安全対策の推進
こうつうあんぜんたいさく すいしん

第
だ い

６期
き

幸区
さいわい く

区民会議
く み ん か い ぎ

委員
い い ん

・参与
さ ん よ

名簿
め い ぼ

○ 地域
ち い き

の魅力発信
みりょくはっしん

Ａ部会
ぶ か い

Ｂ部会
ぶ か い

川崎市議会議員
かわさきしぎかいぎいん

（安全
あんぜん

・安心
あんしん

で人
ひと

にやさしいまちづくり） （幸区
さいわいく

の魅力
みりょ く

発信
はっしん

と地域
ち い き

コミュニティの活性化
かっせいか

）

神奈川県議会議員
かながわけんぎかいぎいん

審議テーマ案審議テーマ案



会 議 録 

会議名称 第６期幸区区民会議 第１回専門部会（ Ｂ部会）

日 時 平成２８年１０月５日（ 水） １８： ３０～１９： ５０

会 場 幸区役所 ４階第４会議室

出席者 ●区民会議委員（ ５０音順）
阿部稔子委員、板橋洋一委員、伊藤善通委員、神谷修委員、高橋希委員、

中原敏子委員、成川慎一委員（全体会議委員長）、松井節子委員（全体会議副委員長）

●事務局
 幸区役所田村副区長

幸区役所まちづく り推進部企画課 岸課長、吉岡課長補佐、佐藤係長、安藤職員、

（ 株） 社会空間研究所 中島氏、田上氏

欠席者 なし

傍聴者 なし

配布資料 ●議事次第
●資料１   審議テーマ候補案に関する現状の取りまとめについて
● 資料１－別紙 事例紹介（ 抜粋）
●資料２   審議テーマを選定するにあたっての考え方について
●資料３   「 第６期幸区区民会議」 スケジュールについて
●参考資料１ 第６期幸区区民会議審議テーマに関する委員からの意見（ 分類別）
●参考資料２ これまでの幸区区民会議の提案と取組

議 題 １  正副部会長の選出について 

２  審議テーマの選定について 

３  部会名について 

４  今後のスケジュールについて 

決定事項 １  正副部会長の選出について 

・ 神谷委員を部会長、阿部委員を副部会長とすることとなった。

２  審議テーマの選定について 

・ 資料1に示す「 地域の魅力発信」 を選定した。

・ 審議対象は、「 地域コミュニティの活性化」 や「 総合的な子ども支援」 も意識

した、幅広い事項について検討していく ことを確認した。

３  部会名について 

・ 地域の魅力発信を軸として、次回専門部会までに各委員が部会名の案を考え、

事務局宛に連絡をし、次回専門部会で正式決定することとした。

４  今後のスケジュールについて 

・ 資料3により今後のスケジュールを確認・ 共有した。



会議の内容 

及び 

主な発言 

１ 正副部会長の選出について

○委員の推薦、本人の承諾を経て、神谷委員を部会長、阿部委員を副部会長と
することで決定した。

２ 審議テーマの選定について

●事務局より資料１・ ２について説明した。
○資料１に整理した３つの審議テーマ分野のうち、委員の意見多数により、「 地
域の魅力発信」 を審議テーマとすることとした。

○ なお、分野を絞ることは不要といった趣旨の意見が出されたことを受け、
発信すべき魅力（ 具体的な審議対象） については細かく絞るのではなく 、

幅広い分野・ 事項について検討していく こととした。

【 主な意見】  

・ 地域の魅力発信に的を絞って進めてはどうかと思う。ただし、資料２で

示す４つの要件を考慮すると何ができるのかが気になるところである。  

・ 愛知県瀬戸市でシャッター街を大学生らが維持・ 活性化している例があ

る。これらを参考に、区内の空き地、空き店舗等を地域のホットステー

ションなどとして活用できれば良いと思う。  

・ 子どもの支援なども魅力発信とつながってく ると思う。いずれのテーマ

も根本では繋がっており、また総合的に改善してこその魅力及び魅力発

信となるのではないか。 

・ 重要なことは様々 な地域の魅力を発信していく ということであり、「 どの

分野を発信」 と限定して考えることではないのではないか。大きなテー

マとしては魅力発信として、その中身については今絞る必要はないだろ

う。  

・ また、魅力発信の目的や「 何が魅力なのか」 を適切に検討しなく ては、

単にＰＲをしただけで終わってしまうのではないか。 

・ 例えば夢見ヶ崎などは重要な地域資源であるが、単に「 夢見ヶ崎が魅力」

で終わるのではなく 、「 夢見ヶ崎のどの要素がどのような魅力に繋がって

いるのか」 をブレイクダウンして検討することが重要である。  

・ 地域の魅力発信がテーマの核でいいとは思うが、その魅力とは何か。ホ

ットステーションや「 最幸のまち」 などキーワードがいくつかあるので、

それらを考えていけば自ずと魅力が見えてくるのではないか。



３ 部会名について

○審議内容については多岐にわたっても良いが、部会名はテーマに沿って絞る
こととし、「 地域の魅力発信」 を軸として検討することとした。

⇒ 「 幸」 という発信しやすい区名であることや、市の掲げる「 最幸のまち」
との親和性から、例えば副題として「 最幸のまちを目指して」 を付すな

どのアイディアが挙げられた。

○次回専門部会までに各委員に部会名を考えてもらい、事務局宛に案を伝えた
うえで、次回専門部会で正式決定することとした。

４ 今後のスケジュールについて

●事務局より資料３について説明した。
○今後のスケジュールについて確認・ 共有した。
○本会議を以って両部会の正副部会長が決まったことから、第1回企画運営会
議の日程については、関係者内で近日中に調整をすることを確認した。

以上 


